










はじめに 

動物が行動を起す時、大脳辺縁系における“動機づけ"の過程が、何らかの系路を経て運動

制御中枢に伝えられる筈である。両者の間の情報交換に関与する系路は解剖学的にいくつ

か示唆されているが、なかでも側坐核と嗅結節を含む前脳基底部は、辺縁系と運動系の間

の機能的インターフェイスとして最近注目されている。オートラジオグラフ法によると、

扁桃体は側坐核と嗅結節などに密に投射し、一方、後者は淡蒼球と黒質へ遠心路を送る。

電気生理学的にも扁桃体からのインパルスは側坐核を中継して黒質に入力し、網様帯ニュ

ーロン活動を抑制することが麻酔下の動物にて示されている。しかし、扁桃体に発するイ

ンパルスは覚醒時においては前脳基底部だけでなく、さらに尾状核にも多シナプス性に達

する。したがって、新線条体も“動機づけ"Motiva-tion から“運動"Motor Behavior への

、インターフェイスとしての機能に関与している可能性がある。本研究は、実験てんかん

モデルである「燃え上がり現象」(Kindling Phenomenon)の発作症状と扁桃体、前脳基底部

、新線条体、海馬に蔚ける後発射の相関を解析しつつ、発作症状としてみられる咀嚼様運

動と回旋行動の発現機序を追求したものである。 


